第26回岐阜外科集談会演題 by unknown
Title第26回岐阜外科集談会演題
Author(s)
























































































































































































分泌物の流出あり p 腫癌は表面ζl',1'1，球形で軟く p 波
動を証明する．
腫療は褒を有L卜，j；との癒着は軽度であった．
症例2
患者は48才男子で， 10年前から虹門部左側にエンド
ウ大の硬結を触れたが疹痛なし放置しておいたが珂
在超手拳大となったという．
E門部左側に包f拳－｝~，＇）腫癒あり，硬度は軟7 表面
l;I小波動を証明し卜刑、とはよく動き皮鳴とは軽度に
癒着している．
刻出した腫療の大いさは12×9×5cm，白色の嚢内
に豆腐がら様物質p 赤尚色の；~uitその液体を容れ，重量
225g, J引ijtしてコレステリン結晶を認めム
